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育児と高齢者介護を支援する性別役割分業を超えた社会的システムの形成

（第５報）不規則・長時間就労女性の育児支援について
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目的　本報では、勤務時間が不規則や長時間など、勤務形態が定時以外の就労女性の育
児支援の現状を実態調査を通して把握することにより、女性が安心して働き続けられる環
境づくりについて考える。
方法　第３、第４報に同じ

結果　本調査では、毎日の勤務時間が定まっている人にも残業、夜勤、早朝勤務のいず

れかある人が25%もおり、特に残業は８割近い。長時間就労者はフルタイム勤務が９割を占

め職種は教員、公務員、医療関係が多い。仕事観は「どちらかといえば仕事優先」に考え
る人の割合が他の就労形態より高い。仕事と子育ての両立に必要なこととしては、乳児や

延長保育など「多様な保育」をあげた人が半数を越え、また「夫の家事分担」「配偶者以
外の家族の協力」が他の就労形熊の場合よりかなり高い。一方、「夫の理解」は長時間就

労の場合が最も低いのは、両立するために生活を変えた中で、「夫の家事分担」が他の就

労形態の場合より高いことから、既に夫の理解や協力があうての結果であろう。住居を変
えた人の中で、妻の実家に移った人が７割近くを占めており、女性が家庭と仕事を両立す

るには多くの支援体制の充実が望まれる。

2Ra －2 育児と高齢者介護を支援する性別役割分業を超えた社会的システム

の形成 （第６報）無認可保育園による育児支援
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目的　 行政による社会的支援が立ち後れるなかで ，無認可保育園は独自の役割

を果たしてきた。無認可保育園の利用実態を見ながら ，男女の就労と育児の両

立を支援するシステムの形成を展望する。

方法　 第３報に同じ。

結果　 無認可保育園の利無者はフルタイムで働き，勤務時間は長く，残業をす

る人が多い。日曜祝日出勤者も多い。無認可保育園を利用する理由は，仕事の

都合に合わせてもらえること，夜遅くまで預かってもらえることなどであり，

園を知ったきっかけは，知人 ，友人からの情報が多い。就労と育児の両立に必

要な支援としては，延長保育や病児保育などの多様な保育要求が強く，ファミ

リーサポートセンターに対する期待も大きい。夫の育児協力は少ないが，急に

仕事が遅くなった時や子供が病気の時の対応に見られるように，夫の協力は相

対的に高く，家族内性別役割分業を超える萌芽を見ることができる。
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